






要約:平成 5年度から行われている新生児櫨紙血を用いた Wilson 病マス・スクリーニング

のパイロットスタディについて、全国9施設に簡単なアンケート調査を行った。全国 9施

設・グループの累計総実施例数は 59712 例になった。陽性率は各施設間の cut off 値の違

いから 0～6.72%とばらつきが見られた。陽性例のうち再検となったのは、全体で 281 例

(O.47%)であり、昨年度の O.8%より少なかった。再検にて陽性と判断されたのは 17 例、

全体の 0.03%と昨年度と同じ結果だった。そのうち、さらに再々検を行ったのは 16 例、

全体の 0.03%であった。活性型セルロプラスミンの cut off 値は昨年度同様各施設によっ

て異なり、Mean±SD や、検体数の数パーセンタイルにする施設もあった。再々検にて陽

性であった例についてはやはり、今後さらに 2～3 年間の follow up study が必要である

と考えられる。


